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齢 44.6歳(1〜94歳), 男性 93例，女性 51例であった．曜日別検討では，最多は土曜日
の 43例，次に日曜日の 28例であった．平日は 15例前後で大きな差は認めなかった．
時間帯別検討では，休日日勤帯 38例(入院 19例,救急搬送 6例)，準夜帯 88例(入院 48
例,救急搬送 19例)，深夜帯 18例(入院 13例,救急搬送 12例)であった．疾患別検討では，
上気道急性炎症が 39 例(扁桃周囲膿瘍および周囲炎 14 例，急性扁桃炎 10 例，急性喉
頭蓋炎 9 例)であり，続いて異物 30例，外傷 22 例，鼻出血 17 例の順であった．救急




















 対象としたのは 2016年 4月 1日から 2017年 3月 31日までの 1年間に当院救急外
来を夜間・休日に受診し，耳鼻咽喉科医の診察を受けた 144 例である．夜間・休日と
は，平日は 17時から翌朝 8 時 30 分まで，土曜日・日曜日・祝日・年末年始の休日の







 対象患者 144例の年齢は 44.6±25.5歳（平均年齢±標準偏差，1～94歳）であった．
性別は男性 93 例（64.6%），女性 51 例（35.4%）であり，男性に多い傾向があった．
年齢別症例数を図 1に示す．  
 
2. 曜日，紹介状の有無，受診時間 
曜日別症例数を図 2に示す．最多は土曜日の 43 例，次に日曜日の 28例であった．
平日は曜日間に大きな差を認めなかった．救急外来に紹介状を持参した患者は，53 例
（36.8％）であった． 
 時間帯別に比較すると，17時から 24時までの準夜帯が 88症例(入院 48例)である
のに対し，24時から翌朝 8時 30分までの深夜帯は 18症例(入院 13例)であった．救急
搬送率はそれぞれ 21.5%，66.7%であった．  
 
3.疾患 
 疾患別検討では，上気道の急性炎症が 39 例（27.1%）で最多であった．続いて，咽
頭異物や外耳道異物などの異物症例が 30例（20.1%），頭頸部領域の外傷 22例（15.2%），
鼻出血 17例（11.8%）の順であった（図 4）． 
 上気道の急性炎症の内訳は，扁桃周囲膿瘍および扁桃周囲炎が 14例，急性扁桃炎が
10例，急性喉頭蓋炎が 9例，急性咽頭炎が 6例であった．異物の内訳は，口腔・咽頭
異物 16例，食道・胃異物 6例，鼻腔異物 4例，外耳道異物 4例であった．口腔・咽頭




 全 144 例中，救急搬送された症例は 37 例（25.7%）であった．このうち 12 例は耳
鼻咽喉科常勤医不在の他院からの救急搬送であった．疾患別内訳は外傷が 10例，鼻出





 外来診察室での処置・局所麻酔下手術を要したものは 47 例（32.6%）であり，その
内訳は，鼻腔粘膜焼灼術を含む鼻出血止血 18 例，異物摘出 16 例，扁桃周囲膿瘍穿刺
もしくは切開排膿 10例，顎関節脱臼非観血的整復 3例であった（図 6）． 
 また，手術室での施術を要したものは 7例であり，気管切開術 5例，眼窩吹き抜け骨


















年齢構成は 10 代が少なかったが，その他の年代に大きな差はなかった．小森ら 1）






































 岡 山 県 医 療 推 進 課 が 公 表 し て い る 平 成 28 年 度 病 床 機 能 報 告
（http://www.pref.okayama.jp/page/514382.html）によると，当院が属する二次医療
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The present state of the otolaryngorogical emergency care at Okayama Red Cross 
Hospital from April,2016, to March, 2017 
 
Naoki AKISADA, Hisashi ISHIHARA, Iku FUJISAWA, Ayako TAKEUCHI, Seiko 
AKAGI 
Okayama Red Cross Hospital , otolaryngology 
 
We report the present state of the otolaryngological emergency care at our hospital 
from April,2016, to March, 2017. A total 144 patients visited our otolaryngological 
clinic at night or during holidays. Acute inflammation of the upper respiratory tract 
(ex. peritonsillar abscess) is most frequently encountered disease, followed by 
foreign body and head and neck injuries and trauma. 
 Although the majority of ear, nose, and throat (ENT) disorders are benign, there 
are several critical conditions that must be immediately recognized and treated. For 
example, acute epiglottitis is a life-threatening disorder with serious implications. 
In such a situation, otolaryngologists play a very important role. However, the ENT 
emergency medical service system has not yet been completely established in 
Okayama city. Only four hospitals can deal with ENT emergency. 
We should review the current status of the emergency medical care in the city. And 
we hope to organize a more efficient ENT emergency medical service system. 
